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 令和８年５月 23 ～ 24 日に幕張メッセにて開催された、標
記大会に事務局４名で参加してきました。JGN 運営会議では、
日本ジオパーク再認定審査地域と調査員が発表され、今年度再
認定審査を控える苗場山麓ジオパークは、中田節也先生、吉岡
敏和先生からお出でいただきます。よろしくお願いいたします。

また、当大会において、ジオパーク関係は「ガストロノミー」と
いうテーマでセッションを行いました。ジオパークセッションでは、
各地域のジオパーク・ガストロノミーにおける取組の発表がありま
した。地域によって食べ物の背景が異なり、興味深いものでした。

ポスターセッションにも参加し、「雪国の食文化とごっつぉ」と題
し説明に立ちました。苗場山麓ジオパークの大きな特徴として、湿
潤の雪が多く降ることにあります。約 100 日間、雪の中で暮らす豪
雪地域における食料保存は、古来の文化的技術が反映されています。

春に採取した山菜を塩漬けや干して乾燥保存し、冬期間に食べる
ことや、稲藁で編んだ釣鐘状の「大根つぐら」と呼ばれる天然の冷
蔵庫は大根のほかに人参やゴボウなど野菜を貯蔵し、凍ることなく
真冬でも新鮮な野菜を食べることができます。

越冬するための保存方法や知恵が雪国の暮らしに詰まっており、
脈々と受け継がれてきた食文化は、地域の人々の「ごっつぉ（ごち
そう）」として今も親しまれています。

ジオパーク・ガストロノミーは、ジオパークの独自性を高めるう
えで重要な役割を果たし、ジオパークというフィルターを通すこと
によって、より深みを加えることができると感じました。
※ガストロノミーとは、食事と文化の関係を考察すること　（ウィキペディアより）

 日本地球惑星科学連合大会２０２６

大地のたからもの～苗場山麓ジオパーク認定商品ご紹介～

【信州秋山郷クロモジ和精油】
道の駅信越さかえ　※こちらでお求めいただけます。
〒 389-2702　
長野県下水内郡栄村北信3746番地1
☎ 0269-87-3180　営業時間 9：00～17：00
定休日：火曜日　オンライン販売：あり

クロモジは、昔から薬草の一つとして、酒造会社に出荷されていました。秋山郷ではクロモジ枝葉を煎じて飲んでい
たそうです。地元住民に馴染み深いクロモジを使ったアロマオイルになります。アロマディフューザーなどで使用するこ
とにより、クロモジのフローラルな香りが広がり、森林浴をしているような気分になります。
※苗場山麓ジオパーク振興協議会・商品開発部会事務局では、新規商品の申請について、随時ご相談を受け　　
　付けております。

【お問い合わせ】津南町役場観光地域づくり課　電話 025-765-5454

ジオストーリー

雪国の特色と食文化を紹介

ポスター会場の様子
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令和８年度、苗場山麓ジオパーク事業のどなたでも参加いただけ
る「歩いて楽しむツアー」を６月６日（土）に実施しました。今回は、
廃校をリノベーションし、昨年秋にオープンした「津南町埋蔵文化
財センター “うもれあ ”」の施設見学を取り入れました。「うもれあ」
見学終了後にマイクロバスで見玉公園まで移動し、「石落し」や「見
玉不動尊」を巡る半日コースです。
昨年度、苗場山麓ジオパークガイドスキルアップ研修において、ジオパ
ークエリアの拠点施設の一つ「津南町埋蔵文化財センター “うもれあ ”」
をツアーの中でどのように活用していくか意見を出し合い、ガイドマニュ
アルの試案を作成しました。そして、試案を基に今回のツアーを実施しました。
はじめに「うもれあ」での滞在時間を 40 分と設定しましたが、当日は約 60 分の滞在時間となりました。
その理由としては、見どころもりだくさんの展示や、訪れた人それぞれの興味をひく展示が１階と２階の各フ
ロアにあるため、見学に時間を要してしまいました。今後、時間設定の見直しを検討する必要性があります。
基本的に、「竪穴住居」や色々な時代の埋蔵文化財に関連した「発掘のあれこれ」、苗場山麓の地形・地質を
知る「立体地形模型」などは、じっくりと見ていただきたい展示内容です。
少しご紹介すると、「竪穴住居」は、中津川（信濃川の支流）の左岸、沖ノ原に位置する縄文遺跡から出土
した炉の跡を含む住居跡の痕跡から推測される住居を再現した原寸大のモデルです。また、「発掘のあれこれ」
については今から 50年前、実際に発掘作業に携わったガイドの一人から、当時使用した道具や長年の労苦を
含めた説明を聞けたり、「立体地形模型」では、糸魚川ユネスコ世界ジオパークをはじめ、周辺のジオパーク
の位置や信濃川（千曲川）の源流から新潟県への流れを一望することができます。
「うもれあ」の次に向かった場所「石落し」「見玉不動尊」は、当地域おなじみの観光スポットです。学校の
ジオパーク学習でも必ず紹介するサイトとなっています。
今後も「うもれあ」をツアー見学の場所の一つとして盛り込む予定です。ガイドのスキルアップを兼ねて旧
体育館での「総合展示」を中心に埋蔵文化財関連の展示も含め、お客さまに分かりやすく楽しくご案内が出来
るように、認定ガイドの力量の向上に役立てたいと考えています。

５月31日（日）に苗場山麓ぶらり旅を開催しました。苗場山麓ぶらり旅は、
苗場山麓地内の集落を歩いて巡るツアーです。歩く場所も大きな車道では
なく、集落内の小道や農道を歩き、普段、車で移動していると気が付くこ
とのない自然の移り変わりを感じることができます。
今回は、大場、谷川、源内山、堂平、米原の各集落のエリアを歩きました。まず、
大場の双体道祖神をご案内しました。これは、かつて大場集落のご神木の近
くにあったものですが、ご神木が倒れ、道の付け替えもあり、現地に移動さ
れたものなのですが、林の中にあるため案内なしでは訪れることが難しい場
所なのです。辿り着くと肩を抱く男神と女神の道祖神が迎えてくれます。
その後、ニュー・グリーンピア津南の敷地内に安置される苗場神社を参拝したあと、源内山集落の諏訪社とお堂
へ向かいました。集落の方にご協力いただき、社の中に入りご参拝させていただきました。各集落には、お宮とお
堂が残されており、これらを巡りながら、集落と集落の間を結ぶ道を歩きながらガイドを行いました。参加者の中
には地元の方もおり、逆に教えていただくエピソードや、エリア外から来られたお客様にもご自身の地域のことを
教えていただき、相互で語り合いながらのぶらり旅となりました。この苗場山麓ぶらり旅は、毎年、
歩きながら地域を知る取り組みとして実施しており、来年度以降も継続していく予定です。「農と縄文
の体験実習館なじょもん」のホームページにご案内を載せますので、ご興味を持たれた方は、ぜひチ
ェックしてみてください。

７月20日（月・祝） ９:00～15:00　中津川左岸トレッキング・石坂お堂～龍辰峰　集合場所：農と縄文の体験実習館なじょもん
７月26日  ㈰   ６:30～17:30　NPO法人Tap主催：苗場山登山・小赤沢ルート～苗場山頂上　集合場所：津南町役場
８月 ８ 日  ㈯　 13:30～16:00　認定ガイド研修「うもれあ」ガイド事例について　集合場所：埋蔵文化財センターうもれあ
９月12日  ㈯   ９:00～13:00　ジオラフティング・栄村箕作～四ツ廻り～逆巻　集合場所：しなの荘

苗場山麓ぶらり旅のご紹介

歩いて楽しむツアー・ダイジェストコース

お知らせ ※大勢のご参加お待ちしています!!

うもれあ見学の様子
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第12回　苗場山麓ジオパークフォトコンテスト作品大募集！
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蔵王ジオパークは、宮城・山形両県にまたがる蔵王連峰の東麓
に抱かれた、宮城県蔵王町（ざおうまち）を中心とした地域です。
ここには、活火山「蔵王山（ざおうざん）」をはじめ、短期間で
活動を休止したとされる火山「青麻山（あおそやま）」、そして２
つの火山の活動以前に起こった巨大噴火の名残をとどめる「円田
盆地（えんだぼんち）」があります。これらの火山活動が生み出
した地形は、水や土壌の性質に作用し、地域の生態系や山麓の人々
の暮らしに大きな影響を与えてきました。

たくさん紹介したいことはあるのですが、今回は夏から秋にか
けて楽しめる蔵王の「食」にスポットを当ててご紹介します。

町域内で約 1,800 ｍもの標高差を持ち、多様な地質・地形に富
む蔵王の大地は、生産される食材のバリエーションの豊かさにも深くつながっています。

たとえば、河川が山地から平野に流れ出る場所に形づくら
れる「扇状地」。蔵王山麓の七日原（なのかはら）扇状地では、
水はけのよい土壌を活かして、大根をはじめとする高原野菜
が栽培されています。また、このなだらかな地形と比較的冷
涼な気候は酪農にも適しており、新鮮な生乳を使ったチーズ
の生産も盛んです。

さらに、地域の中心を流れる松川が作り出した階段状の地形
（河岸段丘）の上は、水はけと日当たりが抜群。宮城県一の生
産量を誇る梨をはじめ、桃やりんご、いちじくといった果樹栽
培が盛んに行われています。ほかにも、川に近い低地や丘陵に
囲まれた盆地などでは、美味しいお米が生産されてきました。

蔵王ジオパークは「火山と共に生きる」をテーマに、蔵王の大地に刻まれた「大地の遺産」を守り、次世
代へつなぐために、保全・研究や教育、産業振興などの活動を続け
ています。

ぜひ蔵王ジオパークで、季節ごとに変化する景色や食、そして地域
の「たからもの」を語る人々とのふれあいを楽しんでみませんか？ 
みなさまのお越しを心よりお待ちしております！

突撃しよう！となりのジオ便り～蔵王ジオパークからこんにちは～

蔵王の大地をめぐる旅の出発点 “蔵王ジオパークセンター” 
【所 在 地】蔵王町遠刈田温泉字遠刈田北山 18-2 遠刈田地区公民館内
【開館時間】9:00 ～ 16:00
【休 館 日】月曜日（月曜祝日の場合は翌日休館）、年末年始


